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文序

大阪府の南東部に位置する河内長野市は豊かな自然に恵まれ、高野街道に代

表される、和歌山や奈良へ向かう街道の要衝 として発展 してきた街です。この

ため市内には数多 くの文化財が残されています。

この様な河内長野市も大阪市内への通勤圏に位置しているため、住宅都市と

して発達してきました。この住宅開発がもたらした文化財や自然に対する影響

は大きなものがあります。特に、地下に眠る埋蔵文化財は開発と直接的に結び

付 く大きな問題です。

遺跡に託されている河内長野の先人達のメッセージである文化遺産を保護・

保存し、現在の、更には未来の市民へと伝えていくことは現代に生きる私達の

責務であります。河内長野市においては重要な課題である開発と文化財保護と

の調和のため、開発に先立ち埋蔵文化財の発掘調査を実施し、その把握に努め

ています。

本書は発掘調査の成果を収録しています。皆様が先人達の残したメッセージ

の一部でもある文化財に対するご理解を深めて頂 くと共に、文化財の保護・保

存 。研究するための資料として活用して頂ければ幸いです。

これらの発掘調査に協力して頂きました施主の方々の埋蔵文化財への深いご

理解に末尾ながら謝意を表すものです。

平成16年 8月

河内長野市教育委員会

教育長福 田 弘 行



口

1.本報告書は平成15年度に河内長野市教育委員会及び河内長野市遺跡調査会が実施し

た天野山金剛寺遺跡 (KGT03-1)、 宮山遺跡 (MYY03-1)、 塩谷遺跡

(S1003-4)の 発掘調査報告書である。調査にかかる費用は、天野山金岡1寺遺

跡は河内長野市消防本部、宮山遺跡は河内長野市水道局、塩谷遺跡は河内長野市都市

建設部が負担した。

2.発掘調査は河内長野市教育委員会教育部社会教育課主幹兼参事兼文化財保護係長尾谷

雅彦、同係鳥羽正岡↓・太田宏明、同嘱託福田和浩・影山陽子を担当者 として実施 し、

内業作業は河内長野市立ふれあい考古館館長中西和子の指導の下に行った。

3.本書の執筆は鳥羽、太田、福田が行い、編集は中西が補佐した。

4.発掘調査及び内業整理については下記の方々の参加・協力を得た。 (敬称略)

大塚美幸 。大西京子・喜多順子・小浜加奈子・斎田菜穂子・杉本祐子・枡本裕子・松

尾和代 (市立ふれあい考古館館員)・ 牟田口京子・安間克己

5。 発掘調査については、下記の方々の指導、協力を得た。記して感謝する。 (順不同)

堀智範師・堀智真師・石堂法瑞師・株式会社アー ト・株式会社島田組・写測エンジニ

アリング株式会社・株式会社夏原技研

6.写真撮影は遺構については鳥羽・太田 。福田、遺物については中西が行った。

7.本調査の記録はスライ ドフイルム等として保管しており、広 く一般の方々に活用され

ることを望むものである。

1。 本報告書に記載されている標高はTPを基準としている。

2.土色については「新版標準土色帖」 1990年 度版による。

3.平面測量基準は国家座標第Ⅵ系による5mメ ッシュを基準に実施 したものである。

4。 図中の北は座標北である。

5。 本書の遺構名は下記の略記号を用いた。

SD…溝   SK… 土坑   SP… 遺物出土ピット   SU… 集石・石敷遺構

SY…窯   SX… 落ち込み・不明   NV… 谷状地形

6.遺構実測図の縮尺は 1/20。 1/30。 1/60。 1/70'1/100・ 1/200である。

7.遺物実測図の縮尺は、土器・瓦 1/4、 石器 2/3、 鋼銭原寸を基準 としているが、遺

物の状況により変えている。

8。 遺物名は土師質土器を上師質、瓦質土器を瓦質と略称し、器種名を付 した。器種名に

ついては、本調査会の標記によるものとする。

9.遺物の断面は土師質土器・石製品が白抜き、瓦器・瓦質土器・陶磁器が黒塗 り、瓦が

斜線である。

10.文中の型式分類は瓦器婉は尾上実氏の和泉型瓦器坑の編年にもとず くものである。

11.遺物番号と写真図版の番号は一致する。

12.細片のため図化できなかった遺物は器種名 。遺物番号を省略し記 していない。
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番 号 文 化 財 名 称 種 類 時 代

1 長 野 神 社 遺 跡 社 寺 室 町 以 降

河 合 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

観 心 寺 還 跡 社 寺 平 安 以 降

4 大 師 山 古 墳 古 墳 古 墳 (前期 )

5 大 師 山 南 古 墳 古 墳 ? 古墳 (後期 )

6 大 師 山 遺 跡

7 興 禅 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

馬 帽 子 JF//八 睡 神 社 長 跡 社 寺 室 町 以 降

9 塚 穴 古 墳 古 墳・ 墳 墓 百 墳 (後期 )。 近 世

長 池 窯 跡 群 生 産 平 安 ～ 洸 世

/」ヽ山 田 1号 古 墓 墳 墓 奈 良

小 山 田 2号 古 墓 墳 墓 奈 良

延 命 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

天 野 山 金 剛 寺 遺 跡 社 寺 。墳 墓 平安 以降

日 野 観 音 寺 遺 跡 平 安 ～ 中 世

地 蔵 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

岩 湧 寺 遺 跡 社 寺 平 安 以 降

五 ノ 木 古 墳 古 墳 古 墳 (後期 )

高 向 遺 跡 集 落 旧 石 器 ～ 中 世

20 烏 帽 子 形 城 跡 中 世 ～ 折 世

喜 多 町 遺 跡 集 落 縄 文・ 古 墳 ～ 中 世

22 烏 帽 子 形 古 墳 古 墳 古 墳 (後期 )

末 広 窯 跡 生 産 中 世

24 塩 谷 遺 跡 散 布 地

流 谷 八 騰 神 社 社 寺 平 安 以 降

蟹 井 淵 南 遺 跡 散 布 地 中 世

蟹 井 淵 北 遺 跡 散 布 地 中 世

天 見 駅 北 方 遺 跡 散 布 地 中 世

千 早 回 駅 南 遺 跡 社 寺 中 世

岩 瀬 薬 師 寺 還 跡 社 寺 中 世 以 降

清 水 遺 跡 散 布 地 中 世

伝 「 仲 哀 廟 J古 墳 古 墳 ?

(33) 堂 村 地 蔵 堂 跡 社 寺 近 世

(34) 範 畑 埋 星 墳 墓 近 世

中 村 阿 方 陀 堂 跡 社 寺 近 世

東 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

西 の 村 観 音 堂 跡 社 寺 近 世

清 水 阿 秀 陀 堂 跡 社 寄 近 世

滝 尻 秀 動 室 跡 社 寺 近 世

く40) 宮 の 下 内 墓 墳 墓 古 墳

宮 山 古 墳 吉 墳 古 墳

宮 山 遺 跡 集 落 縄 文 ・ 奈 良

西 代 藩 暉 屋 跡 飛 鳥 ～ 奈 良 。江 戸

上 原 町 墓 地 墳 墓 近 世

惣 持 寺 跡 縄 文 ・ 奈 良・ 鎌 倉

栗 山 遺 跡 寛鷺〒巳 中 世 ～ 近 世

寺 ケ 池  遺  跡 散 布 地 縄 文

上 原 還 跡 散 布 地 旧 石 器 ～ 近 世

住 吉 神 社 還 跡 社 寺 近 世 以 降

高 向 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

青 が 原 神 社 遺 跡 社 吾

膳 所 藩 代 宮 所 跡 城 館 江 戸

双 子 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

菱 子 尻 遺 跡 縄 文 ～ 近 世

河 合 寺 城 跡 城 館 中 世

三  日  市  遺  跡 旧 石 器 ～ 近 世

日 の 谷 城 跡 城 館 中 世

高 木 遺 跡 散 布 地 縄 文

汐 の 山 城 跡 城 館 中 世

60 峰 山 城 跡 城 餌 中 世

稲 荷 山 城 跡 城 館 中 世

国 見 城 跡 城 館 中 世

旗 蔵 城 跡 城 館 中 世

64 権 現 城 跡 城 駕 中 世

(65) 天 神 社 還 跡 社 寺 中 世 以 降

(66) 再 城 第 15経 塚 経 塚 平 安 以 降

67 加 賀 田 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

68 庚 申 堂 遺 跡 社 寺 近 世 以 降

69 石 イム 城 跡 城 館 中 世

佐 近 城 跡 城 館 中 世

旗 尾 城 跡 城 館 中 世

72 葛 城 第 ■6経 塚 経 塚 平 安 以 降

番 号 文 化 財 名 称 種  類 時 代

再 城 第 18経 塚 経 塚 平 安 以 降

(74 葛 城 第 19経 塚 経 塚 平 安 以 降

笹 尾 塞 城 館 中 世

76) 大 沢 塞 城 鋸 中 世

三 国 山 経 塚 経 塚 平 安 以 降

光 滝 寺 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

(79) 猿 子 城 跡 城 館 中 世

蟹 井 淵 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

(81) 川 上 稗 社 遺 跡 社 寺

82 千 代 日 神 社 遺 跡 社 寺 中 世 以 降

83 向 野 遺 跡 集 落・ 生 産 縄 文 。平 安 ～ 近 世

馳 古 野 町 遺 跡 散 布 地 中 世

85 上 原 北 遺 跡 果 落 中 世

86 大   日  寺  澱  跡 社寺・古墳・墳墓 弥 生 ～ 中 世

87 高 向 南 遺 跡 散 布 地 鎌 倉

塩 遺 跡 集 落 縄 文 ～ 奈 良

塩 遺 跡 築 落 古 墳 (後期 )

尾 崎 還 跡 集 落

ジ ョ ウ ノ マ エ 澱 跡 城 館 ? 中 世

仁 王 山 城 跡 城 館 中 世

タ コ ラ 城  跡 城 館 中 世

岩 立 城 跡 城 館 中 世

上 原 近 世 瓦 蕪 生 産 近 世

市 町 東 遺 跡 散 布 地 秀 生 。中 世

上 田 町 窯 跡 生 産 近 世

尾 崎 北 遺 跡 集 落

西 之 山 町 遺 跡 散 布 地 中 世

野 間 里 遺 跡 集 落 平 安

鳴烏 尾 遺 跡 散 布 地 中 世

上 田 町 遺 跡 散 布 地

上 原 中 遺 跡 散 布 地

墳 基 中 世

(■05) 再 城 第 17経 塚 経 塚 平 安 以 降

薬 師 堂 跡 社 寺 中 世 以 降

野 作 追 跡 生 産 中 世

108 寺 元 遺 跡

(109) 鳩 原 遺 跡 散 布 地 中 世

法 師 塚 古 墳 跡 古 墳 古 墳

山 上 講 山 古 墳 跡 古 墳 古 墳

西 浦 遺 跡 集 落

地 福 寺 跡 社 寺 近 世

官 の 下 遺 跡 集 落 平 安 ～ 中 世

栄 町 遺 跡 散 布 地 弥 生・ 古 墳 。中 世

錦 町 遺 跡 散 布 地 中 世

1 太 井 還 跡 散 布 地 縄 文 。中 世

錦 町 北 遺 跡 集 落 弥 生 。中 世 。近 世

市 町 西 遺 跡 集 落 縄 文 。中 世

20 栄 町 南 遺 跡 集 落 中 世

栄 町 東 遺 跡 散 布 地

22 桶 町 東 遺 跡 散 布 地 弥 生

汐 の 官 町 南 遺 跡 散 布 地 弥 生 ・ 奈 良

汐 の 宮 町 遺 跡 散 布 地 中 世

25 神 ガ 丘 近 世 墓 頂 墓 近 世

増 福 寺 社 寺 中 世 以 降

三 昧 城 遺 跡 墳 墓・ 城 跡 中 世・ 近 世

松 林 寺 遺 跡 社 寺 近 世 以 降

昭 栄 町 遺 跡 敗 布 地 中 世

東 高 野 衝 道 衝 道 平 安 以 降

西 高 野 衝 道 衝 道 平 安 以 降

高 野 衡 道 街 道 平 安 以 降

上 原 東 遺 跡 散 布 地 珠 4・ 中 世 ・ 折 世

地 蔵 寺 東 方 遺 跡 頂 墓 鎌 倉

本 多 町 北 遺 跡 散 布 地 中 世

下 里 町 遺 跡 散 布 地 古 墳・ 中 世

あ か し あ 合 遺 跡 散 布 地 近 世

岩 瀬 北 遺 跡 集 落 中 世

岩 瀬 近 世 轟 地 頃 墓 折 世

40 昭 栄 町 東 遺 跡 散布地・ 池跡 縄 文 ・ 中 世 ・ 近 世

三 日 市 北 遺 跡 集 落 弥 生 ～ 中 世

三 日 市 宿 跡 宿駅に伴う街並 中 世 ～ 近 世

43 上 田 町 宿 跡 宿駅に伴う衝並 中 世 ～ 近 世

44 滝 尻 遺 跡 散 布 地 縄 文・ 古 代・ 中 世

45 市 町 北 遺 跡 散 布 地 中 世

は地図範囲外 *は街道につき地図上にプロットせず

第 1表 河内長野市遺跡地名表

()
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第 1章 天野山金剛寺遺跡 (KGT03-1)

第 1節 位置と環境

il≦

第 2図 調査区位置図 (1/2500)

遺跡は和泉市との市境に近い大阪府河内長野市天野町に位置し、標高は約180mを 測る。

和泉山脈より北方に派生する丘陵部を源とする天野川 (西除川)に よって形成された開析

谷に、国指定史跡「金剛寺境内」を中心 として南北800mに わたって広がっている。境内に

は古代より和泉方面に向かう天野街道が通り、交通の要衝に位置していた。現在も国道

170号が境内を北から南東にかけて通っており、この東側には天野山金剛寺の山号の由来

である天野山が位置している。調査地は天野川 (西除川)の右岸に位置し、伽藍北側の楼

門の北東約50mに位置する。

第 2節 調査に至る経過

本次調査は消防団第 2分団 (天野)屯所建築工事に伴い実施した。原因者は河内長野市

消防本部である。平成15年 7月 1日 付で業務委託契約を締結 し、同年 7月 2日 から同年

12月 26日 にかけて調査を行った。調査面積は89∬ である。内業調査は平成16年 5月 7日

付で業務契約を締結し、平成16年 5月 10日 ～同年 8月 31日 まで行った。

吉祥 院
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第 3節 調査の結果

1.遺構 と遺物

遺構検出面は1面である。遺構は溝、土坑、ピット、窯を検出した。調査区の基本層序

は現地表面から①表上、⑪7.5YR6/1褐 灰色礫混じり細砂、⑫10YR6/8明 黄褐色礫混じり

シルトの順である。(第 3図 )

A
177.2m
B

1770m
F

177.Om
HG

①表土
②旧表土
③75YR7/8黄橙色シルト
④10YR8/8黄橙色礫混じリシルト
⑤10YRν l褐灰色礫混じり細砂
⑥10YR6/4に ぶい黄橙色礫混じり細砂
⑦10YR7/6明 黄褐色礫混じリシルト(ブロ
ック状)

③10YR7/2に ぶい黄橙色礫混じり粗砂
⑨75YR5/2灰 褐色礫混じり細砂
⑩75YR72明褐灰色シルト
①75YR6/1褐 灰色礫混じり細砂
⑫10YR6/8明 責褐色礫混じリシルト

⑬10YR8/4浅黄橙色礫混じり細砂
⑭10YR5/1褐灰色粗砂
⑮10YR7/8黄橙色礫混じリシルト
④10YR6/1褐灰色細砂(版築層)

@炭化物層
⑬10YR8/2灰白色礫混じり細砂
⑩10YR7/3に ぶい黄橙色礫混じり粗砂
⑩10YR7/6明黄褐色礫混じリシルト
②10Y暫/1灰白色粗砂
②10YR5/1褐灰色礫混じり粗砂
⑬10YR5/6責褐色礫混じリシルト
②10YR5/8黄褐色礫混じリシルト
⑮赤色酸化層

0

④10YR6/3に ぶい黄橙色礫混じり細砂
②10YR8/8黄橙色シルト
④10YR6/6明黄褐色シルト(ブロック状)

⑩10YR6/6明黄褐色礫混じり細砂
⑩10YR7/2に ぶい黄橙色粗砂
①10YR5/6責褐色礫混じり粗砂
⑫10YR4/1褐灰色シルト(炭化物層)

⑬75YR5/4にぶい褐色礫
②覧OYR6/3にぶい黄橙色礫混じリシルト

⑮10YR3/2灰白色シルト
⑮10YR8/1灰白色粗砂
⑫10YR7/8黄橙色礫混じリシルト
④10YR8/3浅責橙色ンルト

3m

第 3図 調査区土層断面実測図 (1/60)

蝉 ω

―
① く と 、
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第 4図 調査区遺構配置図 (1/70)
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(1)溝

[SDl]

SDlは 調査区の東側に位置し、南北方向に軸を持つ。検出した規模は南北長2.96m、

東西長0,69mを測る。主軸方向はN-5° 一Eである。

遺物は近世の瓦片が出土したが、細片のため実測できなかった。

[SD2]

SD2は 調査区の北側に位置する。遺構の西側は調査区外に及ぶため詳細は不明であ

る。検出した規模は南北長1.22m、 東西長3.52m、 深 さ0.12mを 測る。主軸方向はN一

90° 一Eである。

遺物は出上 しなかった。

(2)土坑

[SKl]

SKlは調査区の東側に位置する。平面形は遺構の東側が側溝により削平を受けている

が、残存状況から楕円形であることがわかる。検出した規模は南北長0.72m、 東西長0.4m、

深さ0.07mを測る。埋土は7.5YR5/2灰褐色礫混じり細砂であった。

遺物は出土 しなかった。

[SK2]

SK2は 調査区の東側、 SKlの 南西0,7mに位置する。平面形は精円形を呈する。規

模は長径0,63m、 短径0,44m、 深さ0.lmを 測る。主軸方向はN-17° 一Eである。埋土は

7.5YR5/2灰 褐色礫混 じり細砂であった。

遺物は出上 しなかった。

[SK3]

SK3は調査区の北側の北端に位置する。平面形は遺構の北側が調査区外に及ぶため不

明である。検出した規模は南北長0.55m、 東西長0.36m、 深さ0.06mを 測る。埋土は10YR7

/1灰 白色粗砂であった。

遺物は出土しなかった。

[SK4]

SK4は 調査区の北側、 SK3の 南東 3mに位置する。平面形は歪な楕円形を呈する。

規模は長径0.68m、 短径0.53m、 深さ0.03mを測る。主軸方向はN-12° 一Eである。埋土

は10YR7/2に ぶい黄橙色礫混 じり粗砂であった。

遺物は出上しなかった。

[SK5](第 5図、図版■)

SK5は 調査区の北側、 SK4の 南側0.4mに位置する。平面形はやや歪な隅丸方形を

呈する。規模は長辺1.37m、 短辺0。94m、 深さ0.17mを 測る。主軸方向はN-24.5° 一Eであ

-7-
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第 5図  SK5出 土遺物実測図

る。埋土は上層は10YR5/6責褐色礫混 じり細砂 (炭化物・赤変焼土塊を含む)、 下層は10

YR5/2灰 黄褐色粗砂 (炭化物を含む)であった。

遺物は土師質のミニチュア土釜 (1)、 備前壷 (2)、 近世の陶磁器、軒丸瓦 (3)が出

上した。

[SK6]

SK6は 調査区の北側、 SK5の 西側0.3mに 位置する。平面形は不定形を呈する。規

模は長径0,8m、 短径0.43m、 深さ0。15mを 測る。主軸方向はN-37.5° 一Wである。埋土は

10YR7/2にぶい黄橙色礫混 じり粗砂であった。

遺物は出上しなかった。

[SK7]

SK7は 調査区の中央部に位置する。平面形は遺構の北側が撹乱を受けているため、ま

た西側が調査区外に及ぶため詳細は不明である。検出した規模は南北長0.38m、 東西長

0.8m、 深さ0.03mを 測る。埋土はloYR5/41こぶい黄褐色礫混じり粗砂であった。

遺物は出上しなかった。

[SK8]

SK8は 調査区の中央部、 SK7の 南東2.4mに 位置する。平面形は歪な楕円形を呈す

る。規模は長径0。95m、 短径0,62m、 深さ0.04mを測る。埋土は10YR6/4に ぶい黄橙色礫混

じり細砂であった。

遺物は出土しなかった。

[SK9](第 6図 )

SK9は 調査区の中央部の西端に位置する。遺構の平面形は西側が調査区外に及ぶため

詳細は不明である。検出した規模は南北長0.63m、 東西長0.36m、 深さ0.lmを 測る。埋土

は10YR5/4に ぶい黄褐色礫混

じり粗砂であった。

遺物は丸瓦 (4・ 5)、 掛瓦

が出上した。 0              10cm

第 6図  SK 9出土遺物実測図

(3)ピ ット

[SPl]

SPlは 調査区の北側、 SK3の 南側0.4mに 位置する。平面形は楕円形を呈する。規

模は長径0,46m、 短径0.36m、 深さ0.07mを測る。
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遺物は出土しなかった。

[SP2]

SP2は 調査区の中央部、 SK8の 北西0,lmに 位置する。平面形は歪な円形を呈する。

規模は径0.37m、 深さ0.04mを測る。

遺物は出上しなかった。

[SP3]

SP3は 調査区の中央部、 SP2の 南側 0。 lmに位置する。平面形は精円形を呈する。

規模は長径0.27m、 短径0,26m、 深さ0,03mを測る。

遺物は出上 しなかった。

(4)窯

[SYl](第 7図、図版 3)

隅 赤色酸化層 □ 赤色酸化層ブロック(壁体 )

圃 暗赤色酸化層Eヨ 窯体塊

①10YR 4/4褐 色礫混じり細砂
②10YR 6/8明 黄褐色礫混じリシルト
③10YR 6/6明 黄褐色粗砂

⇔

日

ｑ
．０
』
＝

a

176.4m

a

0                         1m

第 7図  SYl・ 2遺構実測図 (1/30)

SYlは 調査区の中央部、 SK8の 南側0.lmに 位置する。遺構の構造は燃焼部、焼成

部に大別できるが、煙道部は検出されなかった。平面形は精円形を呈する焼成部の南側に

バチ状の燃焼部が付属する。

窯であることから、その生産物の存在が想定されるが、生産物の残片などは遺構内、ま

た周辺からも出土していないため、その用途は不明である。

検出した規模は焼成部の長径0.98m、 短径0.91m、 深さ0,35m、 燃焼部の開口部の幅0,95

m、 奥行0.5mを測る。主軸方向はN-3.5° 一Wである。
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遺物は磁器皿、丸瓦、平瓦が出上したが、細片のため図化できなかった。

なお、年代については考古地磁気年代推定法 (第 4章第 2節)での分析の結果、1850年

が想定される。

[SY2](第 7図、図版 3)

SY2は 調査区の中央部、 SYlの 西側0.2mに 位置する。遺構は南側の大部分が側溝

で削平されているが、残存状況や規模から、本来は燃焼部、焼成部などに分かれてお り、

検出した部分は焼成部と見られる。 SYlと 同様の窯状遺構で、その生産物の存在が想定

されるが、生産物の残片などは遺構内、また周辺からも出土していないため、その用途は

不明である。検出した規模は南北長0,665m、 東西長0.95m、 深さ0.35mを 測る。

遺物は陶器の鍋、丸瓦、平瓦、掛瓦が出土したが、細片のため図化できなかった。

なお、年代については考古地磁気年代推定法 (第 4章第 2節)で分析の結果、50～ 500

年が想定されたが、考古学年代推定と相入れない結果となった。

(5)包含層 (第 8図、図版11)

包含層から土師質焙烙・火鉢、瓦質奏 (6)、 柿釉土器、陶器鍋・行平 (7)、 磁器碗

(8)・ 徳利・鉢、銅銭 (寛永通宝)(9)が あった。

靱 0                    3cm

―

―

―
‐―

」

0                                   20cm

第 8図 包含層出土遺物実測図

2.ま とめ

調査の結果、包含層から近世を中心とした遺物が出上した。窯 (SYl)の 考古地磁気

年代推定法から算定した年代は19世紀であり、ほぼ同じものと考えられる。

遺構の性格 としては、調査地が『河内名所図会』 (1801年 )では茶屋などが描かれてい

る付近に該当し、子院跡ではなく茶屋などの俗人 (在家)が関わる施設であると考えられ

る。

また、本次調査では建物を検出しなかったが、調査区北側の破線部分で版築のためか突

き固めた地面が検出されたことから、この部分を含んだ周囲に建物が存在 した可能性があ

る。この点については、今後調査区周辺の地域の調査が進み、調査例の増加が期待される。

鳥 羽

註 1『河内長野市文化財調査報告書 第7輯 河内長野の古絵図』 1983年 河内長野市教育委員会
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第 2章 宮山遺跡 (MYY03-1)

第 1節 位置と環境

宮山遺跡は市内西部を北流する石川の右岸中

位段丘上に位置している。標高は約135mを 測る。

この段丘の後背には標高約210mの大阪層群の台

地 (現南花台)が位置 してお り、北端には中世

から近世にかけての山城の烏帽子形城跡がある。

また、石川を挟んで対岸には縄文時代の石鏃や

サヌカイ ト剥片が大量に出上 し、古墳時代から

中世の集落跡が確認された高向遺跡が広がる。

当遺跡内では平成 2年の調査 (M Y Y90-1)

で、縄文時代中期の土器やその頃の竪穴住居、
註1

和同開弥など貴重な遺構 。遺物を検出している。

第 2節 調査に至る経過

本次調査は河内長野市水道局を事業主体とする日野加圧ポンプ場建設工事に先立って行

った。

本市教育委員会 (以下、「市教委」)イよ、建設予定地が埋蔵文化財の包蔵地の範囲外にあ

たるが、予定地が広範なため、本市開発指導要領に基づき試掘調査を行うことを決定した。

平成15年 5月 8日 に市教委宛に埋蔵文化財試掘調査依頼書が提出され、市教委は調査機関

として河内長野市遺跡調査会 (以下、「調査会」)に委託するよう回答 した。これを受け市

水道局は調査会に埋蔵文化財試掘調査を委託し、平成15年 6月 24日 付けで業務委託契約を

締結した。調査期間は平成15年 6月 25日 から同年10月 31日 までである。

調査の結果、予定地内の西側部分に中世の遺構 。遺物の分布が確認され、予定地北偵1に

位置する宮山遺跡の範囲を拡大することになった。

これらの結果を受けて再度市教委と市水道局との協議が行われ、試掘調査で確認された

範囲において本調査を行うことになり、平成15年 8月 29日 に市水道局から市教委宛に文化

財保護法第57条 の 3の発掘通知が提出され、大阪府に通知 した。そして再び調査会に発掘

調査を委託 し、平成15年 10月 9日 付けで業務委託契約を締結 した。調査期間は平成15年

10月 10日 から平成16年 1月 30日 までである。内業調査は平成16年 2月 25日 付けで業務委

託契約を締結し、同年 2月 26日 から同年 8月 31日 まで実施し、すべての業務を完了した。

第 9図 調査区位置図 (1/5000)
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第 3節

1.調査区と層序 (第 10。 11図、図版 4)

調査区の規模は東西約14m× 南北約

39mあ り、南端は狭 くなる。調査面積

は約333ゴ である。調査は調査区の設定

後バ ックホウによる機械掘削 を行い、

その後作業員による人力掘削を行った。

そして表土及び旧耕土層を除去 し、遺

構の検出を行った。

調査区の基本層序は調査区の北側 と

南側で大 きく異なる。それは北側地山

面の標高が高いのに比べて、南側は谷

状地形で徐々に下がってい くため堆積

環境が異なるか らである。最上層の耕

土は現地盤から約0.2～0.3mあ り、その

下層に床土が約0.lm堆積 している。こ

れらの層は調査区全域で確認される。

調査区北側は床土の下層に旧耕土層

が約0.05mあ り、調査区中央では約0.3m

になる。調査区南側は床上下層に盛土

層が約0.3m堆積 しているが、北から続

く旧耕土層をこの盛土層で削っている

ため堆積が見られない。

調査区中央では旧耕土層の下層が地

山面 となり、遺構の検出を行った。 し

かし、北端では旧耕上の下層に約0.15～

0.4mの 盛土層があり、その下が地山面

となる。また、南端では床土下層の盛

土層の下に旧耕土層以前の盛土層が見

られ、さらにその下に暗灰黄色の谷状

地形・湿地状の堆積層が見られる。

このように当調査区は狭小な範囲で

はあるが、西に石川がある急唆な河岸

段丘上に位置しており、また土地利用

調査の結果

0                              10m

第10図 調査区遺構配置図 (1/200)
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135,9m

1359m

135,9m

②

1359m

①2.5Y4/2暗 灰黄色粗砂～極細礫混じり極細砂～中砂
(耕土)

②2.5Y6/3にぶい黄色粗砂～細礫混じり極細砂～中砂
③10YR5/8黄褐色中砂～極細礫混じリシルト～細砂、酸
化激しい(耕土床土)

④25Y8/4淡黄色極粗砂～極細礫混じり極細砂～粗砂
(一番新しい時期の盛り上)

⑤25Y5/3黄 褐色極粗砂～細礫混じリシルト～粗砂 (I日

耕土以前の盛り土)

⑥25Y5/4黄 褐色極粗砂～細礫混じリシルト～粗砂に2
～3cm大礫含む(1日耕土以前の盛り上)

⑦25Y7/2灰黄色極粗砂～細礫混じり極細砂～粗砂に2
～3cm大礫多く含む(十日耕土以前の盛り土)

①25Y5/2暗灰黄色粗砂～極細礫混じり粘土～中砂
(植物遺体含む。)

ⅢⅢ■■41■

③25Y5/3黄 褐色粗砂～極細礫混じり極細砂～中砂、
炭、土器片含む(中世～近世の包含層、旧耕土)

⑩2.5Y6/3にぶい黄色粗砂～極細礫混じり極細砂～中
砂

①2.5Y5/3黄 褐色粗砂～極細礫混じり細砂～中砂 (十日
耕土)

⑫2.5Y6/4にぶい黄色中砂～極粗砂混じリシルト～細砂
(地 山層、粒度がさらとこ下層の地山より細かい)

⑬2.5Y5/2暗 灰黄色粗砂～極細礫混じリシルト～中砂、
炭多く含む(遺構埋土)

⑭10YR4/4褐色中砂～極細砂混じリシルト～細砂 (⑫層
の上部を上壌化した土)

⑮2.5Y6/3にぶい責色粗砂～細礫混じり極細砂～中砂
に炭、⑩層ブロック含む(I日 耕土以前の盛り上層)

⑩10YR3/3暗褐色極細砂～中砂混じり粘土～シルト(地
山層、土壌層)

0                                    3m

第11図 調査区土層断面実測図 (1/60)

ゴ
■

，
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も行われてきたため複雑な層序を示す。

遺構の検出は旧耕土中に土器片が見られたため、この層の下面で行うこととした。そし

て、中世の窯や溝、落込みなどを確認することができた。

2.遺構 と遺物

(1)窯

窯は 4基検出した。一番残 りがよく、北端に位置しているのがSY2で ある。その西側

にSYl、 南側にSY3、 SY4が 位置している。

[SYl](第 12・ 22図、図版 5。 6)

平面形は円形に近い。窯体

の規模は長さ0,9m、 幅0.9m

を測る。ただし上部が大きく

削られてお り、窯壁が約0,05

mしか残っていないため本来

の形状 は不明で、後述する

SY2の ような逆三角形の可

育ヒJl■ もある。

円形の窯体には北側に煙道

が、東と南側には外部につな

がる側壁口がある。窯体底面

は還元状態で焼かれたよう

で、硬質化 している。煙道は

全体が暗褐色に焼け、硬 くな

っているが窯体に比べると被

熟は弱い。2つある側壁口は、

|や

1350m
a                                       a

巨コ赤褐色焼土 (硬化) ①2.5Y6/2灰黄色粗砂～極粗砂混じり

匡]橙色焼土

匡]暗褐色焼土

第12図  SY

極細砂～中砂 焼土ブロック灰含む

(旧耕土)

0            1m

l遺構実測図 (1/30)

東側のものが南側に比べて被熱が強い。南側の側壁口は外部に広がるが、被熱を受ける範

囲は窯体接続部の辺 りだけである。

このような形態の窯は河内長野市内でも多く確認されており、炭焼窯と推測されている

ことから当遺構も炭焼窯と考えられる。また側壁口を2つ持つこの形態の窯は白炭を焼成

した窯と考えられていることから、東側のよく被熱を受けている側壁口は、炭を掻き出し

た「掻き出し口」、南側の側壁回は、「焚口」であると考えられる。

窯内には炭が多く堆積していた。さらにその炭は掻き出し口から外部に広がり、SYl

の南東側、東西約 lm、 南北約 2mの範囲で炭が広がっていた。

遺物は煙道から土師質奏の破片が出土しているが、細片のため実測できなかった。
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また、第 4章第 3節で後述するが、考古

地磁気年代推定法による調査 を行った結

果、1150± 25年 という年代が推定されてい

る。

[SY2](第 13。 22図、図版 5～ 8・ 11)

平面形は逆三角形で、窯体の規模は長さ

1.lm、 幅0,9m、 残存高0.18mを 測る。天上

部は削平されているが煙道部などはよく残

ってお り、今回の調査で確認した窯の中で

は一番残 りが良い遺構である。窯体の東側

には側壁口が接続 している。

窯体底面はよく被熟を受け硬質化 してい

る。窯壁 も橙色によく焼けているが底面ほ

どではない。また窯体内には窯壁のブロッ

クが多 く、天丼などが崩れ落ちたものと考

えられる。

窯体底面の硬質化の範囲は煙道底面 と東

側の側壁口にまで広がる。

SY2の南側には、SYlか らの炭が堆

積しており、この操業に伴う遺構の削平が

あったと考えられる。そのため、当遺構の

南側の状況は不明だが、窯の平面形から焚

田部分であったと推測され、したがって東

側の側壁口は掻き出し口と考えられる。

掻き出し口は幅0.24m、 長さ0.35m、 深さ0,1lm

を測る。掻 き出し回の窯体側は赤褐色に焼け窯体

同様に硬質化 しているが、外側は暗褐色に焼け、

やや被熱が弱い。

掻き出し日からは土師質の上金 (10)が出土し

た。およそ12～ 13世紀頃のものと考えられる。

[SY3](第 14・ 22図、図版 5。 8)

SY2の す ぐ南側にあ り、窯壁や煙道などは削

平され残っていないが、赤 く焼け硬質化 した範囲

とその東側に側壁口と思われる橙色の焼上が確認

された。

区ヨ赤褐色焼土 ①25Y6/4にぶい黄色中砂～粗砂

匡コ橙色焼土   摂豊名きし舟て耀望歩響ツ
/2

匡]暗褐色焼土  ゃゃ含む

0            1m

0                                 20cm

第13図 SY2遺 構実測図 (1/30)

及び出土遺物実測図

(硬化)臣ヨ橙色焼土

0                         1■n

第14図  SY3遺 構実測図 (1/30)

図
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硬質化 した範囲は南北約0,9m、 東西0.75mあ る。南北両端は、 SY2、 SY4に より削

られているため正確な規模、形状は不明だが、硬質化 した範囲の形状から南北に主軸のあ

る逆三角形の窯であると推測される。したがって、東側の側壁口もSY2と 同じように掻

き出し口であると考えられる。

遺物は出土しなかった。

考古地磁気年代推定法による調査を行った結果は1150± 25年 という年代が推定されている。

[SY4](第 15。 22図、図版 5)

SY3の す ぐ南にあり、 SY3同様に赤 く焼けた硬質化の範囲が確認された。東側には

掻き出し口と考えられる側壁口がある。硬質化範囲の北側の一部が突出しており、おそら

く煙道の残存であると考えられる。したがって南側が焚き口となる。窯の平面形は南北に

長い楕円形で、煙道部を含めない長さは南北長1.25m、 東西長0.8mを測る。掻き出し口に

は多 くの炭が堆積 し、その炭がSY4の 東側に広が りSK4に 堆積 している。

遺物は出上 しなかったが、当遺

構に続 くSK4か ら瓦器婉 (11)

が出上した。

考古地磁気年代推定法による調

査を行った結果は■50± 25年 とい

う年代が推定されている。

(2)土坑

土坑は 4基検出した。そのうち

3基が窯に隣接 したものであ り、

炭層が堆積 していることから炭焼

窯との関連性が注目される。

[SKl]

調査区北西側で検出された。西

側半分は調査区外に広がるため正

一ゃ

日

∞
ぐ
∞
出

|や

a

医]赤褐色焼土 (硬化)

匡コ暗褐色焼土

.,,.|工 |「   0                  1m
i::|:::|:::||li:i:i::::::::

SY4遺 構実測図 (1/30)

確な規模は不明だが、平面形は円形で径0,85m、 深さ0.02mを測る。

遺物は出土しなかった。窯群との直接の関連性はないが、埋土が似ているため、同時期

のものと推測される。

[SK2](第 16。 22図、図版 5。 6。 9)

SY3の 東側に位置している。平面形は楕円形で長径1.2m、 短径 lm、 深さ0.lmを 測

る。埋土には炭層が多 く見られた。この層はSY2の 掻き出し口より続いているものであ

る。また、当遺構の北側、 SY2掻 き出し口東側付近も若千落ち込んでおり、炭層が堆積

していた。
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一ゃ

日
∞
ぐ
∞
出

0            1m

第16図  SK2遺 構実測図 (1/30)

遺物は出土しなかった。

[SK3](第 17・ 22図、図版 5)

SK2の 東側に位置している。東側を試掘 トレン

チ、西側をSK2に より削 られているため正確な規

模は不明だが、南北長1.04mを 測 り、東西長は約1.3

mと 推測される。深さは0.13mで ある。この上坑に

もSK2と 同様に炭層が堆積 していた。当遺構の西

側にはSK2を 挟んでSY3が あり、そこから伸び

る掻 き出し口が東に向っている。おそらく当遺構は

SY3の 掻き出し口と接続する土坑と考えられる。

遺物は出土しなかった。

0                         1m

第17図  SK3遺 構実測図 (1/30)

①25Y3/2黒 褐色中砂混じリシルト～細砂、
炭かなり多く含む

②25Y5/2暗 灰責色極細砂～中砂に、25Y
6/3に ぶい黄色シルト～細砂ブロック、焼
土ブロック多く含む

③25Y5/2暗 灰黄色極細砂～中砂に、25Y
6/3にぶい黄色シルト～細砂プロック、焼
土ブロック含む

④25Y3/2黒褐色中砂～粗砂混じリシルト～
細砂、炭かなり多く合む

0            1m

第18図 SK4遺 構断面実測図

(1/30)

0                10cm

第19図 SK4出 土遺物実測図

|や

た||:

[SK4](第 18・ 19・ 22図、図版 5。 11)

SK2の 南側に位置しており、 SY4の掻き出し口からのびた溝と接続 している。平面

形は不定形で、南北長1.6m、 東西長1.23m、 深さ0.18mを 測る。 SK2、 3と 同様埋上に

炭を多 く含む。

遺物は瓦器婉 (11)が出土した。尾上編年のⅢ-1期頃のものである。

(3)溝

溝は 5条検出した。埋土はすべて窯廃棄後に堆積 した旧耕土であることから、これらの

溝は耕作に関連するものと推測され、調査区周辺が耕地化 したと考えられる。
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SDl～ 4の溝群は同じ方向に伸びるものであり、一連の耕作によるものと思われる。

また、 SD5'6は SXlと接続 し、 SD5に 流水の可能性があることから、これらは

耕作用水の溝と推測される。

[SDl]

調査区北側で検出した。東西に伸びる溝である。検出長4.7m、 幅0,3m、 深さ約0.01mを

測る。

遺物は出土しなかった。

[SD2]

調査区北側で検出した。 SDlの す ぐ南側に位置する。東西に伸びる溝で、検出長2.8

m、 幅0.2m、 深さ約0.01mを 測る。

遺物は出上しなかった。

[SD3]

調査区北側で検出した。 SD2の 南側に位置する。東西に伸びる溝で、検出長9.3m、

幅0.3m、 深さ約0.01mを測る。

遺物は出土しなかった。

[SD4]

調査区北側で検出した。東西に伸びる溝である。検出長2.33m、 幅0.55m、 深さ0.03m

を浪Jる。

遺物は出土しなかった。

[SD5](図版 8)

調査区中央で検出した。南北に伸びる溝である。検出長2.65m、 幅0。21m、 深さ0.13m

を測る。北端はSXlに接続する。坦土の下層にラミナが見 られるため、流水 していた溝

と考えられる。

遺物は出上しなかった。

[SD6](第 20。 21図、図版 9・ ■)

調査区北東側で検出した。南北に伸びる溝である。検出長約 5m、 幅1.65m、 深さ0.12

mを測る。南側はSXlに 接続 し、北

側は後世の耕作により削られている。

遺物は瓦質土釜 (12・ 13)、 青磁碗

a 輛イａ

①25Y5/3黄褐色粗砂～極細
礫混じり極細砂～中砂
(炭・土器片含む)

0            1m

SD6遺構断面実測図

溜 主 4 |

6出土遺物実測図

10cm

第20図 (1/30)
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ω
l

SX2

①25Y5/3黄 禍色粗砂～極細礫混じり極細砂～中砂 (旧耕土)

②25Y5/2暗 灰黄色粗砂～極細礫混じり極細砂～中砂、炭・焼土プロック多く含
む

③笈Ⅳ6/6明 黄褐色シルト～細砂に焼土プロックやや含む
④25Y5/4黄 褐色中砂～極粗砂混じリシルト～細砂に焼土・炭プロック多く含む
③愛Ⅳン2暗灰黄色極綱砂～中砂に、25Y6/3に ぶい責色シルト～細砂プロッ
ク 焼土プロック多く含む

③蜜だν2暗灰黄色極細砂～中砂に、わYγ3にぶい黄色シルト～細砂プロッ
ク・焼土プロック多く含む

⑦25Y6/3に ぶい黄色シルト～細砂に、25Y5/3黄褐色極細砂～中砂プロック、
焼土プロック多く含む

③25Y6/3に ぶい黄色中砂～粗砂混じリシルト～綱砂、焼土プロックやや含む
③愛だ5/3黄 褐色粗砂～極細礫混じり極細砂～中砂、炭・焼土プロックやや含む

⑩25Y3/2黒 褐色中砂～粗砂混じリシルト～細砂、炭かなり多く含む
015YR78シルト～細砂 (窯壁強く焼けている)

⑫10YR4/2シルト～細砂 (煙道部、焼土)

⑬10YR 6/4シ ルト～細砂 (煙道、焼土)

⑭10YR5/6黄褐色種細砂～粗砂 (焼上プロック)

⑪冷5YR6/6栓 色シルト～中砂 (焼土ブロック)

⑮%Y5/3黄褐色粗砂～極細礫混じり極細砂～中砂、焼土プロック多く合む
⑫10YR4/3にぶい黄褐色粗砂～極粗砂混じリシルト～中砂、炭含む
025Y3/2黒禍色粗砂～極粗砂混じリシルト～中砂、炭かなり多く含む
⑩Z5Y6/3に ぶい黄色シルト～細砂に炭多く含む
ゆ .5Y7/2灰黄色極細砂に粗砂混じリシルト、ラミナ有り
⑪25Y73にぶい黄色粗砂～極粗砂混じり極細砂～中砂

2m

SYl～ 4、 SK2～ 4、 SX2遺 構実測図 (1/60)第22図
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(14)が 出上した。およそ13～ 14世紀のものと推測される。

(4)落込み

[SXl](図版 9)

調査区北側で検出した。平面形は不定形で南北長4.8m、 東西長5,6m、 深さ0.18mを 測

る。前述のように、南東側にSD5が、北東側にSD6が接続している。

遺物は出上しなかった。

SD5が耕作用水溝と考えられることから、当遺構も標高の高い北側耕作地からの排水

用の落込みと推測される。

[SX2](第 22・ 23図、図版11)

調査区中央で検出した。平面形は不定形で、南北長 8

m、 東西長 3m以上、深さ0。3～ 0.4mを測る。西側は試掘

トレンチで切 られているため正確な規模は不明である。

南側に位置する谷状地形に向かって全体的に落込んでい 第23図  SX2出土遺物実測図

るものと考えられる。当遺構の北西側部分の下層に窯群が検出されたため、埋土にはこれ

らの窯に伴う炭や焼土ブロックが多く見られた。

遺物は瓦器婉 (15'16)が若千出土した。窯やそれに接続する土坑から出土するのと同

時期のものである。

ω

一

ｏ

(5)谷状地形

[NVl](第 10・ 24図 )

調査区東側から南側にかけて位置し

ている。幅 7m、 深 さ1.5m以 上の谷

状の落込みである。調査区内での検出

長は18mである。埋土は最下層に暗灰

黄色の有機物を含む粘土層が堆積 して

いる。窯の操業時、その後の耕作地 。

用水溝の機能時には、この落込みがあ

ったと推測されるが、数次にわたる人

為的な盛土により次第に埋められ、最

終的には平坦化している。

遺物は出上しなかった。

(6)包含層 (第25図 、図版11)

包含層からは、土師質皿 (17～ 19)

15

a

①25Y5/3黄褐色極粗砂～細礫混じリシルト～粗砂 (旧耕土以前の
盛り上)

②25Y5/4黄褐色極粗砂～細礫混じリシルト～粗砂に2～3cm大礫を
多く合む 9日耕土以前の盛り上)

③25Y7/2灰黄褐色極粗砂～細礫混じり極細砂～粗砂に2～3cm大礫
を多く含む (旧耕土以前の盛り上)

④25Y5/2暗灰黄色粗秒～極細砂混じり粘土～中砂 (植物遺体含
む。池や沼などの堆積層か ?)

0                     2m

第24図 NVl遺 構断面実測図 (1/60)

が出上した。いずれも旧耕土層や盛土層からの出土

10cm

５，７ｍ下ａ
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第25図 包含層出土遺物実測図

であり、窯群との関係は不明であるが、中世から近世にかけてのものである。

3。 まとめ

木災には黒炭と白炭とがある。白炭は備長炭など硬 く良質な炭として知られている。黒

炭と白炭の違いは焼成の違いによるものであり、黒炭は窯内で自然消火するのに比べて、

白炭は焼成最後に空気を入れ温度を急激に上げた後、窯外に掻 き出し灰をかけて強制的に

消火するという方法をとる。

河内長野市滝畑周辺は中世より炭焼・白災の産地として著名な場所であり、様々な文献

に登場する。それに対応するように市内では炭焼窯の検出例が多い。さらに今回の調査で

検出したような掻き出し口のある窯が多く確認されている。これらは白炭を焼いたものと

推測されており、文献の記述と一致すると考えられている。

今回はその白炭を焼成したと推測される炭焼窯を4基検出した。これらの窯の構築され

た順番は炭層の層序や遺構の切りあいから、SY3→ SY4→ SY2→ SYlであると考

えられる。また、炭の堆積している土坑がそれぞれの窯に伴うことも分かった。これらの

炭は掻き出し口と思われる側壁口から排出したしたものが堆積していることも判明した。

この炭層の確認により、窯と土坑の関係が明確に判明したのは、SY2と SK2、 SY4

とSK4である。このことからこれらの土坑は災を掻き出した後の不用な炭クズを廃棄し

た土坑であると考えられ、土坑から掻き出し回の周辺が炭焼の作業場であると推測される

(以下、この上坑を炭廃棄土坑という)。 SY3に伴う炭廃棄土坑はSK2によって削られ

ているがSK3と考えられ、SYlに伴う土坑は明確でないが、SYlの掻き出し口から

SY3・ 4の上層に災層が大量に堆積していたことから、この辺りが作業場であると考え

られる。

出上した遺物についてであるが、SK4か ら瓦器坑 (11)が出上しており、尾上編年で

Ⅲ-1段階のものである。また窯群掘削中に出土したその他の瓦器婉もおおよそ同じ頃の

ものである。SY2の掻き出し口からは、土師質土釜 (10)が出土し、およそ12～ 13世紀

頃のものと思われる。窯の層序関係からは炭を含む層が何層も重なっており、それぞれの

窯の構築に時間差はなく短期間のうちに次々に構築され、廃棄されていったと考えられる。

また、窯上層の旧耕土層からは14世紀頃の遺物が出土しており、耕作溝や用水滞が検出さ

れていることから、窯廃棄後は耕作地として利用されていたと考えられる。

考古地磁気年代推定の結果は測定できた 3基の窯の年代がいずれも1150± 25年であっ

た。これは出土遺物の示す時期よりも若干遡るが、 3基とも同時期ということから短期間

のうちの操業という推測が妥当であることを示している。
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3.

これまでの炭焼窯の調査は、窯単体のもが多く、また数基がまとまっていても窯同士の

関係については不明な点が多かった。しかし、今回の調査は窯群の構築状況や炭焼き作業

の全体が確認できる貴重なものであった。また、炭廃棄土坑を白炭焼成作業の消火を行っ

た場所とすれば、これまで掻き出し回の存在により白炭窯と推測していたものが、消火を

行った作業場を伴うことにより、さらにその妥当性を増したと考えられる。

しかし、今回の調査では窯構造についての貴重な情報を得たが、当調査区周辺での遺構

の広がりについては不明であった。石川対岸の高向遺跡では鎌倉時代の集落が広がり、さ

らにその後背にある小山田丘陵には同時期の炭焼窯が広がっている。今後はそれらとの関

係を含めて中世河内長野の炭焼の状況を復元することが必要であろう。

福 田

河内長野市教育委員会 「河内長野市埋蔵文化財調査報告書XⅣ」 1998

藤原 学 「考察V 木炭窯をめぐって」『関西大学文学部考古学研究 第5冊 河内長野 大師山』

1977

河内長野市教育委員会 「上原北遺跡」『河内長野市埋蔵文化財調査報告書XⅦ』 2001

第26図 炭焼作業復元図
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第 3章 塩谷遺跡 (S1003-4)

第 1節 位置と環境

塩谷遺跡は、市内の北端

に位置し、木戸町、木戸東

町、市町にまたがっている。

既往の調査では、旧石器時

代か ら近世にかけての遺

構、遺物が検出されている

が、まとまった資料に乏し

く遺跡の評価・位置付けが

困難な遺跡である。

当該遺跡は、標高約115

mの石川の左岸の河岸段丘

上に位置しており、西側に

は小山田丘陵が南北に伸び

第27図 調査区位置図 (1/5000)

ている。周辺の遺跡の概況を述べると、遺跡の北には、中世の遺物散布地である鳴尾遺跡、

縄文時代から中世にかけての富田林市錦織遺跡、同市甲田南遺跡が広がっている。遺跡の

南東には、近世の社寺である千代田神社遺跡、中世の汐の宮町遺跡、弥生時代から中世に

かけての汐の宮町南遺跡、弥生時代から中世の市町西遺跡・市町東遺跡、縄文 。中世の向

野遺跡が位置している。南西には縄文時代の散布地で近世の寺院跡である菱子尻遺跡、縄

文時代の遺物散布地である楠町東遺跡が位置している。西には近世の社寺遺跡である松林

寺が位置している。

第 2節 調査 に至る経過

本発掘調査は市道木戸鳴尾線・貴望ヶ丘病院住宅線の築造 (以下「工事」という)に先

立って行った。河内長野市都市建設部道路建設課 (以下「原因課」という)が工事を計画

し、平成13年 8月 に埋蔵文化財の取 り扱いについて,可 内長野市教育委員会教育部社会教育

課に照会を行った。この照会を受けて協議を行い、原因課が文化財保護法57条 の 3に基づ

く通知を行うことと、発掘調査に協力することを取 り決めた。通知は平成15年 10月 10日 に

行い、発掘調査は平成16年 1月 5日 ～ 3月 5日 にかけて行った。

引
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訊
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祈

ムい′Ｐ′
一　・　　一ヤ／一　
「

-
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第 3節 遺構 と遺物

1.概要

調査区は道路建設予定地に沿って、東から順に第1調査区から第5調査区まで設定した。

基本層序は盛土 (② 10YR6/41こ ぶい責橙粗砂混じり粘土)、 旧耕土 (③10 YR6/2灰黄褐

シルト)、 旧床土 (⑫7.5YR7/8黄橙色粘土)と なり、部分的に中世遺物包含層 (⑬ 2.5Y6/

2灰黄シルト)が遺存していた。掘削は表土から約0.4mを 機械掘削し、遺物が包含され

ている可能性のある層、約0,lmを 人力掘削した。以下各調査区ごとに調査成果を述べ

る。

第 1調査区

(1)溝

[SDl](第 28'31図、図版10)

SDlは 第 1調査区にあ り、 SUlの 西に位置している。幅0.2m、 長さ0.3mに わたっ

て検出した。深さは0.15mであった。

遺物は出土しなかった。

[SD2](第 29・ 31図、図版10)

SD2は 、第 1調査区にあり、 SUlの 東に位置する。幅は0.8m、 長さ2.5mに わたっ

て検出した。深さは0,7mであった。

遺物は中世の上師質土器の小片が出上したが、図化できなかった。

[SD3](第 31図 )

SD3は 、第 1調査区で検出した。東側の肩が撹乱により破壊されていたため、詳細な

W
114.6m
E血一Ｅ

①10YR 7/2に ぶい

責橙色シルト

第28図  SDl遺 構断面

実測図 (1/20)

W

①25YR 7/2灰黄色
粗砂混じリシルト

0                50cm

第30図  SD4遺 構断面

実測図 (1/20)

①75Y5/3に ぶい褐色粘土 (10cm大の礫を含む)

②10YR 7/4に ぶい黄橙色粗砂混じり粘土
③75YR 6/6橙色粗砂混じり粘土

(10YR 7/2に ぶい責橙色粘上のプロックを若千含む)

④75YR 5/2灰褐色粗砂混じリシルト
⑤10YR 6/2灰 黄褐色粗秒混じり細砂
⑥75YR 7/2明褐灰色粗砂混じり粘土

0                   1m

第29図  SD2遺 構断面実測図 (1/20)
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115,9m

116.3m

rll:::::|::

①5Y2/1黒色粗砂混じリシルト
②10YR6/4にぶい黄橙色粗砂混じり粘土(盛土)

③10YR5/4にぶい黄褐色粘土
①10YR7/2にぶい黄橙色粘土(75YR6/8橙色粘土のブロックを含む)

⑤5Y5/2灰オリーブ色粗砂混じり粘上
⑥10YR6/2灰黄褐色粗砂混じリシルト(よう壁 掘形)

⑦75YR7/8黄橙色粘土(10YR7/3に ぶい責橙色シルトを含む)

③75YR7/8黄橙色粘土(10YR7/3に ぶい黄橙色シルトを多く含む)

③10YR6/2灰黄褐色シルト(I日耕土)

⑩25Y7/3浅 黄色粗砂混じリシルト
⑪10YR6/31こ ぶい責橙色粗砂混じリシルト

紐爵移γ撰翼名

'η

歳!軌↓を多く含む、亀

⑮10YR7/21こ ぶい黄橙色シルト
⑮75YR4/3褐色粘土(25Y7/4浅黄色粘上のブロックを若干含む)

@75YR5/3に ぶい褐色粘土(10cm大の礫を含む)

⑬10YR7/4にぶい黄橙色粗砂混じり粘土
⑩75YR6/6橙色粗砂混じり粘土

(10YR7/2に ぶい黄橙色粘上のプロックを若干含む)

⑩75YR5/2灰褐色粗砂混じリシルト
②10YR6/2仄黄褐色粗砂混じリシルト
②75YR7/2明褐灰色粗砂混じり粘土
④75YR6/6橙色粘土
②75YR6/4に ぶい橙色粘土
⑮25Y7/3浅 黄色粗砂混じリシルト
④乙5YR8/4浅 責橙色粘土
②25YR6/4に ぶい黄色シルト混じり粘土
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第31図 第 1調査区土層断面実測図 (1/100)及び遺構配置図 (1/100)

116.5m

⑭盈5YR5/6明 褐色粘土(地山)
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第32図 第 2～ 5調査区土層断面実測図 (1/100)及び遺構配置図 (1/100)
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Ａ
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ト

①10YR6/1褐灰色粗砂混じリシルト(旧耕土)

②2.5YR6/8橙色粘土(マンガンを含む 旧床土)

③5YR6/8橙色粘土(マンガンを多く含む 地山)

④5YR6/8橙色粘土(マンガンを多く含む 遺物包
含層)

⑤5YR5/3にぶい黄褐色粘土(マンガンを多く含む
遺構埋土)

③7.5YR6/8橙色粗砂混じり粘土(マンガンを含む)

⑦10YR7/3にぶい黄橙色粗砂混じり粘土
①10YR8/8黄橙色粗砂混じり粘土(5cm大 の礫を
含む 地山)

掛
Ｈ
Ｌ
助

第5調査区

-28～29-



幅は不明であるが、2m以上あると思われる。長さは 5mに わたって検出した。深さは

0.25mで あった。

遺物は出上 しなかった。

[SD4](第 30・ 31図 )

SD4は 第 1調査区で検出した。幅は0.5mであり、長さは1.5mに わたって検出した。

深さは0.lmであった。

遺物は出土しなかった。

(3)石敷遺構

[SUl](第 31図、図版10)

SUlは 第 1調査区に位置している。幅 2mの礫敷を長さ2.5mに かけて検出した。礫

敷は調査区外にさらに続いているものと考えられる。この礫敷の西端には、 SDと が平行

して掘られていた。

遺物は出上しなかった。

(2)土坑

[SKl](第 31図 )

SKlは 第 1調査区で検出した。東西長約3.5m、

遺物は出上しなかったが、埋上の色・質がSDl

であると推定できる。

第 4調査区

(1)溝

[SD5](第 32・ 33図 )

SD5は 第 4調査区で検出した。幅は0.5

mであり、長さは 2mにわたって検出した。

深さは0.2mである。

遺物は瓦質土器の小片が出土 したが、図

化できなかった。

第 5調査区

(1)落込み

[SXl](第 32・ 34図、図版11)

SXlは 第 5調査区で検出した。長さ1,9mに わたり

検出した。深さは0.05mであった。

深さ0.15mである。

と類似 していることから、中世の遺構

①5YR5/3にぶい黄褐色粘土
(マ ンガンを多く含む)

O                   lm

第33図  SD5遺 構断面実測図 (1/20)

◇

輌一Ｅ

Ａ
ＩＩＩ
川
Ⅲ
Ｖ

20
6   0                      5cm

第34図  SXl出 土遺物実測図
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遺物は石鏃 (20)が出上した。

2。 まとめ

塩谷遺跡の今回の調査では、弥生時代の遺構・遺物が検出されることが期待されたが、

当該時期に該当すると推定される遺構は検出されず、遺物も出上しなかった。近年、公共

事業や個人住宅建築に伴い、当該遺跡は調査される場合が多いが、まとまった弥生時代の

遺構・遺物の検出はない。塩谷遺跡の弥生時代の集落の範囲には再検討が必要であろう。

また、中世の遺構としてSUl、 SDl'2が 検出された。そして、今回の調査の北端

では中世の遺物包含層と考えられる層がみとめられ、さらに北に続いていることが推定で

きた。今回の調査区の北側では中世の塩谷遺跡の中心があるものと考えられる。

太 田
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第 4章 天野山金剛寺遺跡と宮山遺跡における

考古地磁気年代推定

第 1節 考古地磁気年代推定の方法

1 考古地磁気年代推定の基礎

磁石は北を指す。地球には地磁気が存在するためである。地磁気はベクトル量であり、

ある地点における地磁気を記述するために、方向 (偏角と伏角)と大きさ (全磁力)が必

要である。一般に、磁気コンパスの磁針が指す北 (磁北)は真北 (地図の経線方向)か ら

ずれている。この磁北と真北の間の角度が偏角である。磁針をその重心で支え、磁南北と

平行な鉛直面内で自由に回転できるようにすると、北半球では磁針のN極が水平面の下に

なるように傾 く。この傾斜角が伏角である。河内長野市の現在の偏角は約6.6° Wで、伏角

は約48° である。また、全磁力は約0.45エ ルステッドである。これら地磁気の三要素 (偏

角・伏角・全磁力)は観測する地〕点によって異なる値になる。全世界の地磁気三要素の観

測データの解析から、現在の地磁気分布は、地球の中心に棒磁石を置いたときにできる磁

場の分布に近似される。この棒磁石の軸方向は自転軸から約 11.5° 傾いている。この磁軸

と地表との交点が地磁気北 (南)極である。

地磁気は絶えず変動し、時代と共にその地磁気北極の位置を変える。従ってある地点で

観測される偏角・伏角の値 も時代 と共に変化する。方向だけではなく、大きさ (全磁力)

も変化する。この変動を地磁気永年変化と呼んでいる。

歴史時代の地磁気永年変化は,岩石や焼上の残留磁化の測定を基礎 とする考古地磁気測

定によって明らかにすることができる。どんな物質でもある (強)磁場中に置かれると磁

化を帯び、そして磁場が取 り除かれると、普通の物質からは磁化が消える。しかし、強磁

性物質 (磁石になれる物質)では外部磁場が消えても磁化が残る。これが残留磁化である。

残留磁化の強さや安定性は、磁化を獲得する時の条件によって異なる。残留磁化はその獲

得方法の違いによっていろいろな名前で呼ばれる。考古地磁気学で地磁気の化石 として最

もよく利用するのが熱残留磁化である。岩石には小量の強磁性粒子 (赤鉄鉱や磁鉄鉱など

の鉄の酸化物)が含まれている。火成岩では、高温のマグマの状態から冷えて岩石になる

過程で強磁性粒子がその時の地磁気によって磁化を帯び、冷えてからはその残留磁化を保

持し続ける。これが熱残留磁化である。土も焼かれると冷却の過程で同様の熱残留磁化を

獲得する。熱残留磁化の性質を簡単にまとめると、次のようになる。岩石の誕生時または

上が焼かれた時の地磁気方向を記録 していて、その大きさは地磁気の大きさに比例し、何

億年もの長い期間でも変質しない。これらの性質によって、地磁気の化石として利用が可

能なのである。
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広岡 (1977)に より西南日本の考古遺跡焼土の測定
から求められた過去2000年 間の偏角―伏角図。

Shibuya(1980)の地磁気永年変化曲線を偏角―

伏角図にした曲線。

第35図 地磁気永年変化の標準曲線

Hirooka(1971)は 、近畿地方を主とした遺跡の焼上の測定データから過去2000年 間の

地磁気永年変化曲線を求めた。その後Shibuya(1980)は 、Hir00ka(1971)と その後の主

に大阪大学基礎工学部のおける考古地磁気測定の測定結果をまとめて、地磁気永年変化曲

線の改定を行った。広岡曲線との差はほとんど見られないが、発表されている永年変化曲

線の中では最も測定データが多 く信頼度は高い。Hirooka(1971)と Shibuya(1980)の

永年変化曲線は、偏角と伏角に分けて発表しているが、年代推定は偏角―伏角図により行

う方がより妥当であると考えられるようになり、広岡 (1977)は 永年変化曲線を偏角一伏

角に再変換 している (第 35図左図)。 渋谷 (1980)の永年変化曲線を偏角一伏角図に表すと

第35図右図のようになる。偏角は20° Wか ら15° E,伏角は35°から60° の間で変化 している。

第35図 のような地磁気永年変化の標準曲線が得 られると、逆に年代の確かでない遺跡の

焼土の残留磁化を測定し、偏角―伏角図と比較することで、その年代の推定を行うことが

できる。これが考古地磁気による年代推定である。この方法は、C“法や他の放射 (絶対)

年代測定法のように独立して年代を決定できない。普通、偏角一伏角図からは 2つか 3つ

の候補年代が出てくる。そのいずれを取るかは考古学的推定に頼ることになる。

従来、考古地磁気年代推定では、二次磁化を除去するための消磁実験は行われていなか

った。考古地磁気試料として用いられる焼土は、焼成温度がキューリー温度以上の高温に

達していれば、その熱残留磁化は非常に安定なものであると考えられること。さらに、せ

いぜい2000年前までの歴史時代のものを測定の対象としているため、二次磁化の主成分で

ある粘性残留磁化 (VRM)は 少量しか付いていないと推定されたためである。しかし、

近年、測定機器の性能の飛躍的な向上により測定精度が高くなり、わずかな二次磁化の影

響も識別できるようになってきた。そこで、中島・谷崎 (1990)は 考古地磁気試料につい

て段階交流消磁実験を実施して、考古地磁気試料にも消磁実験が必要であることを明らか

にし、A,B,C3つ のタイプに分類している。第36図 にA,B,Cの 消磁ベクトル図

(Zijderveld,1967)を 示す。同図の黒丸は水平成分、白九は鉛直成分を表わしている。

Aタ イプは方向変化がなく、原点に向かう直線上にプロットできる 1つの成分 (一次磁化)
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第36図 中島・谷崎 (1990)に より、 3タ イプに分類された消磁ベクトル図

しか存在 しない試料である。 Bタ イプは方向変化があり、一次磁化と二次磁化の 2成分が

存在 し、二次磁化が消えた (消磁)後に原点に向う直線 (一次磁化成分)が得 られる試料

である。Cタ イプは、原点に向う直線が引けず、安定な磁化成分が得られない試料である

としている。本報告でも、各遺構よリパイロット・サンプルを選び段階交流消磁を行い、

その結果より最適消磁磁場を求め、全試料について最適消磁磁場強度で交流消磁を実施し

た。その結果を第35図 の偏角一伏角図上にプロットし、誤差角 (α
“
)を考慮した上で年

代推定を行った。

2 試料の採取と測定

(1)試料採取方法

遺構の焼土から次の様な手順で試料を採取する。

1.焼土面に先の尖ったハンマーで、1辺が数cm程度の立方体試料を取り出すための溝を、

試料が床面から外れないように手で押さえながら丁寧に掘る。

2.溝を掘り終わった後、掘り込み作業中に試料表面についた砂や石を刷毛で丹念に取り

除く。

3.薄 く溶いた石膏をビニール袋に入れ、試料全体にかけて表面を補強する。

4.乾燥後、やや固めの石膏を試料上面にかけ、 1辺 5 cmの正方形のアルミ板をすばや く

押 しつける。石膏が固まるのを待ち、アルミ板を外す。

5.ア ルミ板を用いて作った平面の最大傾斜の方位 と傾斜角を、考古地磁気用磁気 コン

パス (HirOOka,1971)で測定し、平面上に方位測定位置を示すマーク (平面を定義

する 3つの点)と 試料番号を記入する。

6.ハ ンマーで試料を掘 り起こし、試料の底面を石膏で補強し、新聞紙等に包み持ち帰

る。

(2)試料整形方法

遺構で採取した試料はそのままでは測定できないので、試料整形を以下のように行う。

1.試料を 1辺3.5cmの 立方体に切断するために、プラスチツクの型板 (34× 3411ullの 正方

形)を利用し枠取りの線を引く。この時、型板のマークと試料表面の方位測定位置を

示すマーク (3点)を合わせる。

2.試料温度が上がるのを防ぐために冷却水をかけながら、ダイヤモンド・カッターで 1
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面ずつ切断する。切断面が崩れないように石膏で補強し、次の面の切断を行う前に試

料を充分乾燥させる。この作業を 5回繰 り返すと立方体試料が得 られる。

3.試料表面についた余分な石膏をカッターで削 り落とす。

(3)残留磁化測定方法

残留磁化測定はリング・コア型スピナー磁力計 (ASPIN型 )を用いて測定した。交

流消磁実験には定置型の交流消磁装置を使用 した。この消磁装置は三層の円筒 ミューメタ

ルによって十分に地磁気を遮蔽された空間にソレノイドコイルを置き、そのコイルの中に

試料を挿入して、交流電流を加え発生する交流磁場の振幅を少 しずつ減少できるよう作 ら

れている。

今回の消磁方法は、 X・ Y・ Zの 3方向の置換えによる消磁を実施 した。以下に今回実

施した残留磁化測定 と交流消磁の方法について述べる。

1.採取した全試料について、自然残留磁化 (NRM)浪 J定 を行う。

2,NRM測 定結果をみて、段階交流消磁実験を行うパイロット・サンプルを 1個選ぶ。

3.パイロット・サンプルをNRM,2.5,5,7.5,10,15,20,30,40,50,60m Tの 各

磁場で順に消磁 し、その都度、残留磁化を測定する。各消磁段階の測定結果を消磁ベ

クトル図に表し、同図の直線上にのる最適消磁強度を決定する。

4.残 りの試料を全て最適消磁強度で消磁 し、その残留磁化を測定する。そして、その平

均値 (パイロット・サンプルのデータを含む)を考古地磁気データとして採用する。

(4)データ整理

測定結果として得 られるデータは、試料に設定した座標に対するものなので、試料を遺

構のもとの位置に戻 した時の真北を基準方向とする座標に対するものに変換 しなければな

らない。そのためには、試料が残留磁気を獲得した時の位置 (地理的緯度、経度)、 およ

び方位 (試料の一つの基準面の走向・傾斜)が必要である。位置については、 1/25000程

度の縮尺の地形図からその遺構の緯度 。経度を読み取ればいい。方位は試料採取の作業で

磁気コンパスを使って測定している。磁気コンパスの方位は磁北に対するものなので、真

北に対する方位に直すために試料採取地点の現在の偏角分を補正する必要がある。現在の

地磁気偏角は国土地理院の偏角分布の実験式から求めることができる。

測定にはいろいろな要因での誤差がつきものであるため、一つの遺構から8個程度の試

料を採取している。これらの試料の個々の測定で得られた偏角 (Di)、 伏角 (Ii)か

ら平均値 (Dm, Im)を 求める。ここで用いる統計学的方法はFisherに よって確立され

たものである。各試料の測定値を方向 (Di, Ii)の単位ベクトルとして取 り扱う。

まず、 n組の (Di, Ii)よ り

N=Σ  cosli o cosDi(北 向きの成分)

E=Σ cosli o sinDi(東 向きの成分)

(鉛直の成分)を求めると、合ベク トルの大きさR、 およびZ=Σ  sinli
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Dm・ Imは

R =(Z2+N2+E2)1/2

Dm=tan‐lE/N

Im=sin-lZ/R で与えられる。

このとき、信頼度係数 kは

k=(n-1)/(n‐ R)と なる。 kが大きいほど方向の集中はよい。よく焼けた

窯跡では数百の値になる。

誤差角α951よ 、危険率 50/0と してα95=で与えられる。α95カⅥ さ`いほど、方向の集中はよ

い。よく焼けた窯跡では数度以内になる。

これよりDmolmの それぞれの誤差の幅として、

δD=α鮨/COS Im (偏 角誤差)

δI=α弱     (伏 角誤差)が求められる。

以上のようにして得 られた計算結果を、一つの遺構を代表する考古地磁気データとして

いる。

なお、考古地磁気年代推定の原理や測定方法については中島・夏原 (1981)に詳 しく解

説されている。

第 2節 天野山金剛寺遺跡 (KGT03-1)の 残留磁化測定結果

天野山金剛寺遺跡の 2ケ所の窯より17個 の考古地磁気用の定方位試料を採取し、その熱

残留磁気を測定した。熱残留磁気測定結果を第 2表と第 3表にまとめた。現在の地磁気偏

角の補正は国土地理院の2000年の磁気偏角図から読取った6.6° Wを使用した。

磁化の安定性を確かめるために行った各遺構のパイロット・サンプルの段階交流消磁の

測定結果を第37図 に示す。同図の黒丸は水平成分,自丸は鉛直成分を表している。S(南 ),

N(北 )・ E(東 )。 W(西)は水平成分の方向、Up(上 向き)・ Dn(下 向き)は鉛直

の方向である。白丸の横に記した数字は交流消磁の強度で、単位はmT(ミ リテスラ)で

SY2

試料名 扁角(Di)

F

犬角(Ii)

椒 反

偏角(Di)
°

F

犬角(Ii)

歿 反

lA-22 48.1 3.1

a-222

I

よ-226 5

第 2表 熟残留磁気測定結果

SYl

試料名 扁角 (Di)

F
犬角(Ii)

盟 度

扁角(Di)

E

犬角(Ii)

歿 反

A ZZr 0.58オ 4.

A228

55i 61

4
よ-233 OZ

:A-234 21 4R ∠

キー286 5

エー23イ 0,77!
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第37図 パイロット・サンプルについての消磁ベクトル図

ある。この図で、九印の間をむすんだ直線がその消磁段階で消された磁化ベクトルとなる。

磁化の各成分は図上では直線上に並ぶ点の列で表される。特に考古地磁気試料のような単

純な受熱を持った試料では問題とする初期磁化は原点に向う直線として表される。

第37図 の消磁ベクトル図では、中島 (1990)の分類ではBタ イプに属し5～7.5mTで

二次磁化成分が無くなり、原点に向う様子を示している。このベクトル図より最適消磁強

度を10m Tと 判断して、全ての試料を10m Tで消磁を行い、残留磁化を測定した。

その結果を第38図 の消磁前と後の等面積投影図に示した。図から消磁後のまとまりが良

くなっている事が見える。その計算結果を第 3表にまとめた。第 3表には、消磁前と消磁

第38図 消磁前と消磁後の残留磁化方向の等面積投影図

第 3表 考古地磁気測定結果 (平均磁化方向)

軒
十

SYl:消磁前 SYl:10mT消 磁後 SY2:消磁前 SY2:10mT消 磁後

(1)交流消磁前の測定結果

遺構名 試料数 r Dm(υ  E) Im(∪ α 95( k 半 幻 傾 4ヒ頻 度 emu

SYl -5。 1 59.5 5 83.3 3.05X10も
SY2 5(6) -11.9 49,2 5.4 201.2 6.36× 10も

(2)交流消磁後の測定結果

遺構名 試料数 Dm(∪ E) lm(V α 95( k

SYl 9(11) -2,3 49 3 286.4
SY2 5(6) -8.9 45.6 3.9 388

-37-



後の磁化方向の平均値 (Dm, Im),誤差角 (α 95)と 信頼度係数 (k)お よび平均磁気

強度を示 した。試料数 (n)は平均値 (Dm, Im)を 計算 した試料数で、括弧内の数

字は測定した全試料数である。第 2表は全試料の消磁前 と消磁後の熱残留磁気測定結果

(Di, Ii)と 磁化強度である。

推定年代

消磁後の偏角 (Dm),伏角 (Im)を第35図 の偏角―伏角図にプロットし、考古学的

推定年代を比較 して推定を行った。

第39図 は広岡曲線、 Shibuya曲 線に測定結果をプロットしたもので、黒丸は平均磁化方

向を示し、それを囲む実線の楕円が誤差角αっ5の範囲である。この楕円の中あるいはこれ

に一番近い曲線の年代が遺構の推定年代 となる。

考古学からは近世の窯とのことであるが、 SY2は偏角が大きく西に振っていて伏角は

浅 く近世の曲線から大きく離れる。曲線からは50年又は500年頃になり考古学的年代 とは

大きく矛盾する。この原因は、試料の採集場所が全て壁面からであり、おそらく壁面の内

側への倒れ込みではないかと考えられる。 SYlで 採取したK A230は壁面からの採取で

あ り、大 きく西偏 してお り計算か ら除外 している。一方、 SYlは 現代の曲線に近 く

1850± 15と 推定でき考古学年代とも矛盾 しない。

今後の試料採集時にはできるだけ床面からの最終が望ましいと考えられる。壁面や焼成

不良の場所から採集した場合、今日までの経験から見て曲線に乗らなかったり、まとまり

の悪い測定結果となる場合が多い。ヤヽろいるな条件はあるが立ち割を施す前などに採集す

るとより良い結果が出ると考えられる。

~|~~~~

|

広岡 (1977)に より西商日本の考古遺跡焼上の測定から求
められた過去2000年 間の偏角‐伏角図と測定結果。

(黒丸は平均磁化方向、楕円は誤差角α95の範囲を示す。)

と測定結果。

第39図  K G T03-1測 定結果

ダ
＼
＼
、＼

芹
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第 3節 宮山遺跡 (M Y Y03-1)の残留磁化測定結果

宮山遺跡の SYl～ 4よ り41個 の考古地磁気用の定方位試料を採取 し、その熟残留磁気

を測定した。熱残留磁気測定結果を第 4表 と第 5表にまとめた。現在の地磁気偏角の補正

は国土地理院の2000年の磁気偏角図から読取った6.6° Wを使用した。

SYl                               SY2

第 4表 熱残留磁気測定結果

一夜 V肖原絡 消lYvy輔 は=15m

試料名 扁角(Dl)

E

大角(11)

顕反

emu

扁角(Dl)

E

犬角(Ii)

颯度

emu

仏-271 0 6061  1

lA 272

lA 273 5,

眈-274
|

lA 275

lA-276

眈-277 3i 4

眈-278 -3,1

lA-279 0` 0

lA 280

更流消極 消磁張 20m]

試料名 偏角(Di)

'E
犬角(11)

蝦度
X102

emu

扁角(Dl)

E

犬角(li)

lA度

試-282
t〕

払-284

11.[

訟286 51

0. 47.

よ288

1289

よ290

=1氏m

試料名 扁角(Di)

F

犬角(11)

颯反
x102 扁角(Dl)

E

犬角(Ii)

踵反

emu

色ヽ-291

1

欲-293

色キー295 6 lt

1

色ヽ-297
1.(

lA 298

仏 299 2 0

lA 300 1

SY4
交iFi 封5m

試料名 扁角(Di)
I E

犬角(11)

「JR度

x103

omu

扁角(Di)

E

犬角(Ii)

lR皮

emu

| 4

10

Ⅲ305 2

4 8

お

0.I

6.

(1)交流消磁前の測定結果

遺構名 試料数 n Dm(°  E) Im( α95( k 半 翔 極 化 強 度 emu

SYl 10 -0.5 56.4 1.4 1164.9 3.82× 102
SY2 10 46.2 49.6 14.8 11.7 1.67× 10Z
SY3 10 -0.5 54.9 4 148 3.53)(10Z
SY4 -7.9 53.9 4.8 91.7 4.96× 103

(2)交流消磁後の測定結果
遺 構 ネ 試 料 叡  n Dm(υ  E) Im( CX95(V ) k
SYl 10 0 57.2 1.5 1008.8
SY2 10 57.9 45.5 17.6 8.5
SY3 10 0 55.4 1.8 744.2
SY4 9(11 -1.6 56.4 2.2 545.2

第 5表 考古地磁気測定結果 (平均磁化方向)
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磁化の安定性を確かめるために行った各遺構のパイロット・サンプルの段階交流消磁の

測定結果 (消磁ベクトル図)を第40図 に示す。同図の黒丸は水平成分,白丸は鉛直成分を

表している。 S(南 )・ N(北)・ E(東 )。 W(西 )は水平成分の方向、Up(上 向き)・

Dn(下 向き)は鉛直の方向である。白丸の横に記した数字は交流消磁の強度で、単位は

mT(ミ リテスラ)である。この図で丸印の間をむすんだ直線がその消磁段階で消された

磁化ベク トルとなる。磁化の各成分は図上では直線上に並ぶ点の列で表される。特に考古

地磁気試料のような単純な受熱を持った試料では問題とする初期磁化は原点に向う直線と

して表される。第40図から二次磁化の成分は7.5～ 10m Tで無くなり、原点に向かう直線

となっている。中島・谷崎 (1990)で分類するとBタ イプになる。段階消磁の測定結果よ

り最適消磁強度をSYl、 SY3、 SY4を 15m Tと 判断し、SY2を 20m Tと 判断して、

残りの試料すべてを15m Tと 20m Tで消磁を行った。

第 4表は個々の試料の交流消磁前と消磁後の熱残留磁気測定結果 (Di,Ii)である。

第40図 には消磁前と消磁後の磁化方向の等面積投影図を示した。

第 5表に消磁前と消磁後の磁化方向の平均値 (Dm, Im)、 誤差角 (α勇)と信頼度係

数 (k)お よび平均磁気強度を示した。試料数 nは平均値 (Dm, Im)を計算した試料

数で、括弧内の数字は測定した全試料数である。各試料の消磁前 (NRM)の磁化強度は

103～ 10 2emuで 、窯としては標準的な磁化強度であった。

今回の測定は、SY2を除く他の 3つ は誤差角α。5カ朔 さ`く、kが大きい安定した磁化方

向を持つ試料であった。SY2は床面からの試料ではなく、攪乱を受けた焼土を採集した

可能性が高い。

推定年代

推定年代は、第35図 の広岡 (1977)と Shibuya(1980)の 西南日本の地磁気永年変化曲

線と消磁後の偏角、伏角、誤差角と考古学的推定年代を比較して求めた。

広岡 (1977)に より西南日本の考古遺跡焼上の韻I定から求め

られた過去2000年 間の地磁気永年変化曲線と測定結果 (黒丸
は平均磁化方向、楕円は誤差角α95の範囲を示す。)

Shibuya(1980)に より西南日本の考古遺跡焼土の測定から

求められた過去2000年間の地磁気永年変化曲線と測定結果
(黒丸は平均磁化方向、楕円は誤差角α95の範囲を示す。)

第41図  M Y Y03-1測定結果
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第41図 は消磁後の測定結果をプロットしたもので、黒丸は平均磁化方向を示 し、それを

四む楕円の実線が誤差角α95の 範囲である。この楕円の範囲の中あるいはこれに一番近い

曲線の部分が窯の推定年代 となる。

3つの窯の測定結果は、12世紀の永年変化曲線 と良 く一致しており、考古地磁気からは

A.D。 1150年 ±25年 と推定できる。 2つの永年変化曲線から±25年 の年代幅とした。

考古学からの年代 (考古学的推定年代)の 12世紀～13世紀より若干古い年代となった。
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